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１．日建連における環境活動 （概要）

● 建設業の環境自主行動計画(案) 第７版（2021年度～2025年度）
「建設業の環境自主行動計画」：日建連および会員企業の環境課題解決の取組み指針として位置付け

① 施工段階におけるCO2の排出抑制

・CO2排出量を2030～2040年度のできるだけ早い段階で、2013年度比40％削減を目指す

・電気、水素等の革新的建設機械の開発、普及促進が不可欠

・現場における再生可能エネルギーの導入、普及

② 設計段階における運用時CO2の排出抑制

・ＺＥＢの普及促進

・会員企業の省CO2建物の設計技術の向上

・発注者との主体間連携活動の推進

脱炭素社会への取組み
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２．土木分野における具体的取組み事例
(1)低炭素型（環境負荷低減型）コンクリートの活用

① 環境配慮型コンクリート「CO2-SUICOM®（シーオーツースイコム）」

（鹿島建設㈱）
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２．土木分野における具体的取組み事例
(1)低炭素型（環境負荷低減型）コンクリートの活用

② カーボンリサイクルコンクリート｢T-eConcrete®/Carbon-Recycle｣

（大成建設㈱）
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２．土木分野における具体的取組み事例
(1)低炭素型（環境負荷低減型）コンクリートの活用

③ 低炭素型のコンクリート「クリーンクリート」

（㈱大林組）
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２．土木分野における具体的取組み事例
(1)低炭素型（環境負荷低減型）コンクリートの活用

④ 低炭素型BBFA高強度コンクリート

（㈱安藤ハザマ）
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２．土木分野における具体的取組み事例
(1)低炭素型（環境負荷低減型）コンクリートの活用

⑤ 丸太打設液状化対策＆カーボンストック(LP-LiC)工法

（飛島建設㈱）
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① プレキャストの活用状況

出典：国土交通省 第１０回コンクリート生産性向上検討協議会（2020.2.9）資料より

２．土木分野における具体的取組み事例
(2)プレキャスト化の推進

コストがネックとなり大型になるほど活用率は大幅に低い
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② プレキャスト活用に向けた評価方法（活用効果）

現

プレキャスト活用に向けてVFMの概念の導入検討

③ プレキャスト工法と現場打ちにおけるCO2排出量（ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄの例）

現場打ちに対してCO2排出量は７％削減

資材製造でのCO2発生量が
多く、全体の85%～88%を
占めており、プレキャスト
によるスリム化が現場打ち
に比べてCO2 低減効果が大
きい。

【出典：稲冨芳寿・吉武 勇・杉本 健・前田志保・三浦房紀 「プレキャストコンクリートを用いた
マイクロパイル工法のCO２排出量」 土木学会論文集Ｇ Vol.65 №2,87-96（2009.4）より抜粋】

現場打ち

プレキャスト

現場打ち プレキャスト



生コンの出荷～
打設完了まで

・製造/納入の管理
・打込みの管理
・品質管理と検査
・施工結果の報告

品質の向上と、
現場における
作業時間の減少

生コン情報
電子化の取組み
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２．土木分野における具体的取組み事例
(3)ICT活用による作業効率の向上

従 来

電子化

単位
（hr）

【成果一例：工場と現場での作業に要する時間の比較】

打設現場の作業時間は最大２０％程度短縮される。



３．推進のための課題

(1)取組の評価方法の確立

・建設分野で品質と長期耐久性の確保、更に安定した調達が行える

状況であるかが重要

・国を中心に、基準の整備、CO2削減効果の客観的・定量的把握が

可能な指標、装置開発などの環境整備を進めていただきたい

・業界としても研究開発、体制確保を図りたい

(2)技術開発への支援

・PRISMのような国による支援体制を充実願いたい
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